
大
き
い
絵
を
見
る
こ
と
が
少
く
な
っ
た
。
大
画
面
の
絵
、
大
作
品
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
画
面
寸
法

は
小
さ
い
が
絵
は
大
き
く
感
じ
る
作
品
の
こ
と
で
あ
る
。
大
作
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
画
面
の
大
き
さ
で

人
を
び
っ
く
り
さ
せ
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
美
術
展
の
公
募
作
品
は
大
画
面
の
作
品
が
入
選

す
る
悪
し
き
傾
向
が
あ
る
の
は
、
審
査
に
当
る
者
が
大
画
面
の
作
品
で
な
い
と
判
断
が
つ
か
な
い
の
か
も

知
れ
な
い
。

大
き
い
絵
が
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
作
品
の
構
成
が
厳
密
で
確
固
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
田

川
絵
理
は
大
き
い
絵
を
描
く
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
も
優
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
色
彩
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

感
度
が
鋭
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
そ
の
感
度
を
弱
い
調
子
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
だ
。
構
成

の
厳
密
性
を
さ
ら
に
深
め
る
意
欲
が
先
行
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
の
意
欲
が
自
信
に
変
っ
て
い
く
と

き
、
色
彩
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
対
す
る
感
度
は
、
鋭
さ
に
力
強
い
調
子
を
加
え
始
め
る
。
と
、
私
は
推
測
し

て
い
る
。

現
在
の
田
川
絵
理
の
絵
は
、
画
家
自
身
に
と
っ
て
も
明
日
へ
の
希
望
を
托
し
た
作
品
で
あ
る
だ
ろ
う
し

彼
女
の
絵
を
見
守
っ
て
い
る
者
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
注
目
し
て
い
こ
う
と
思
う
作
品
で
あ
る
。
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ー
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次
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１ プ

レ
イ
と
同
じ
ぐ
ら
い
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
楽
し
ん
で
ほ

し
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
伝
え
る
よ
う
に
、
先
端
を
ゆ
く

ゴ
ル
フ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
秋
風
と
と
も
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
先
頭
を
き
る
の
が
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン

シ
ャ
ー
プ
な
色
使
い
が
自
慢
の
ジ
ュ
ン
コ
．
シ
冨
諸
そ
し

て
エ
レ
ガ
ン
ト
な
レ
ノ
マ
や
、
単
品
コ
ー
『
一
才
ネ
ー
ト
が

楽
し
い
一
一
才
オ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
が
、
華
や
か
に
、
足
な
み

を
そ
ろ
え
て
登
場
。
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
タ
ウ

ン
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
現
代
感
覚
が
、
そ
の
魅
力

了、ミ

煮五〆

↑
』

璽鰯園

錨

シ
熱
が
ま
す
ま
手

鵬
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西

●

輯ゆ

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す
。

９
月
号
目
次
一
●
１
９
８
７
．
叱
３
１
６

表
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
／
中
西
勝

９
神
戸
っ
子
ｗ
／
藤
田
由
里
・
清
水
茂

砲
あ
る
集
い
／
①
こ
う
ベ
テ
ク
ノ
サ
ロ
ン
②
名
筆
研
究
会

幅
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ
／
神
戸
開
港
加
年
夏
祭
り

帽
美
の
小
箱
／
⑨
田
川
絵
理
文
・
増
田
洋

旭
神
戸
の
物
語
／
カ
メ
ラ
・
緒
方
し
げ
を

羽
わ
た
し
の
意
見
／
中
西
勝

副
随
想
／
中
島
千
尋
・
安
原
進
・
広
重
聴

訓
連
載
エ
ッ
セ
イ
／
三
枝
和
子
・
カ
ッ
ト
／
元
永
定
正

詑
Ｋ
ｏ
ｂ
ｅ
音
楽
夜
話
⑳
琢
山
腰
直
弘

詑
瑚
排
飲
み
な
が
ら
／
森
本
毅
郎

如
地
域
文
化
論
／
武
田
則
明

妃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会

相
〈
結
婚
特
集
Ｉ
〉
讃
歌
・
ふ
た
り
の
詩
／
季
村
敏
夫
・
鈴
木
漠

・
福
田
知
子
・
多
田
智
満
子
・
安
水
稔
和

印
〈
結
婚
特
集
Ⅱ
〉
結
婚
対
談
／
尼
川
洋
子
堕
宅
巻
竜
次

髄
〈
結
婚
特
集
Ⅲ
〉
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
ノ
現
代
結
婚
考
「
い
か
ず
後
家

と
も
ら
え
ず
チ
ョ
ン
ガ
」
田
中
千
佳
・
フ
ォ
ト
／
杉
尾
友
士
郎

頑
〈
結
婚
特
集
Ⅳ
〉
披
露
宴
ア
ル
バ
ム

鯛
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
／
藤
本
ハ
ル
ミ

Ⅲ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

鵬
も
う
さ
ん
の
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
⑰
／
杉
原
紙

Ｗ
神
戸
の
集
い
か
ら

叩
宝
塚
対
談
／
柴
田
佑
宏
＆
大
浦
み
ず
き
＆
紫
苑
ゆ
う

睡
動
物
園
飼
育
日
記
〈
理
／
亀
井
一
成

価
話
題
の
ひ
ろ
ば
／
生
田
地
区
商
店
会
連
合
会
創
立
／
神
戸
Ｊ

サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ｗ

囲
小
山
乃
里
子
の
華
麗
な
る
男
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
今
井
英
夫

剛
有
馬
歳
時
記
〈
９
月
〉

剛
神
戸
を
福
祉
の
街
に
／
橋
本
明

伽
出
会
い
の
旅
／
佐
藤
秀
三
「
新
茶
の
紅
茶
出
会
い
は
映
画
か
ら
」

剛
シ
ネ
マ
試
写
室
／
淀
川
長
治

妬
Ｋ
・
Ｆ
。
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

Ｗ
ぴ
っ
と
い
ん

棚
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

腿
神
戸
発
見
⑨
／
（
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
七
福
神
め
ぐ
り
）
／
佐
藤
晴
美

僻
連
載
小
説
／
矢
口
耕
一
・
カ
ッ
ト
／
谷
口
和
市

伽
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ハ
イ
カ
ラ
文
化
史
⑦
／
鈴
木
正
幸
・
鈴
木
正
幸

睡
海
船
港
／
ル
ミ
ナ
ス
神
戸

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
・
池
田
年
夫
・
松
原
卓
也
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蕊脅 異人館……洋館長屋
欧米大陸から東洋に憧れて来た若者や、逼しい
冒険者の仮の住まいで休息の館でした。
もともと居留地、今の海岸通りに建っていた館
を明治3 7 年頃、外国商館で働き大成したハイカ
ラな青年、森川亀太郎によって当地に移築され
異人さん向けの借家として今日までその姿を変
える事なく使用されて来ました。名称の由来も
建物が長方形の日本的長屋の外観に似ている所
からついたと言われています。

謬蝿

全夢

アール・ヌーボーの部屋にて。モデルー《まさ加古川店》お客
様、杉本真澄さん。ドレス／￥5 8 , 0 0 0

■

甲豚

言一
己

一
一
、
〃

い
式

さんちか店（0 7 8 ) 3 2 】 - 4 5 4 5
埴塚ファミリーストア一店( 0 7 9 7 ) 7 3 - 5 3 5 9
千唖阪急地下街店( 0 6 ）8 3 1 - 0 7 5 6
弧Ｉ瀞：ハテイ才店（0 7 8 ) 7 9 2 - 5 6 5 2
川Ｉ古川店( 0 7 9 4 ) 2 5 - 5 5 1 4
Ｅ／Ｈ／ＴｉＯｕＥ（0 7 8 ) 3 3 1 - 0 9 5 0
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地
元
の
作
家
が

八
一
一
紀
会
兵
度
県
支
部
支
部
長
Ｖ

☆
私
の
意
見

美
術
館
建
設
を

神
戸
に
は
、
現
在
、
一
般
的
な
意
味
で
の
美
術
館
と
し
て
、
兵

庫
県
立
近
代
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
元
の
作
家
達

が
、
自
分
達
の
作
品
を
発
表
す
る
場
所
を
求
め
て
「
神
戸
に
ど
う

し
て
も
美
術
館
を
」
と
、
行
政
に
働
き
か
け
、
や
っ
と
建
設
し
た

も
の
で
す
。

近
代
美
術
館
が
建
て
ら
れ
た
時
、
初
代
館
長
の
阪
本
勝
さ
ん
は

自
ら
も
、
美
術
館
を
建
設
す
る
運
動
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
大

変
に
喜
び
、
誰
で
も
気
軽
に
足
を
運
び
、
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
と
、
館
長
室
と
い
う
堅
苦
し
い
も
の
は
作
ら
ず
、
広
く
門

戸
を
開
け
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
代
が
変
わ
っ
て
、
近
代
美

術
館
は
、
地
元
の
作
家
の
作
品
発
表
の
場
所
と
い
う
よ
り
も
、
外

部
か
ら
作
品
を
招
い
て
展
示
す
る
場
所
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
我
々
は
、
県
民
会
館
の
２
階
の
ホ
ー
ル
に
、
そ
の

代
替
の
場
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
度
で
も
県
民
会

館
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
お
分
り
に
な
る
で
し
ょ
う

が
、
あ
そ
こ
の
ホ
ー
ル
は
、
も
と
も
と
絵
を
展
示
す
る
と
い
う
目

的
の
た
め
に
作
ら
れ
た
ホ
ー
ル
で
は
な
い
も
の
で
、
そ
の
た
め
、

展
示
出
来
る
作
品
の
号
数
に
は
限
り
が
あ
る
。
搬
入
、
搬
出
に
は

不
便
だ
、
等
々
、
と
て
も
近
代
美
術
館
と
比
べ
も
の
に
は
な
り
ま

せ
ん
。そ

れ
に
加
え
て
、
私
の
所
属
し
て
い
ま
す
二
紀
会
で
は
、
毎
年

一
一
紀
会
展
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
会
員
も
増
え
、
そ
れ
に
伴

い
作
品
の
数
も
増
え
、
県
民
会
館
の
ホ
ー
ル
で
は
、
手
狭
で
、
と

て
も
全
部
展
示
出
来
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

地
元
の
作
家
が
、
地
元
で
作
品
を
発
表
す
る
場
所
が
な
い
。
こ

ん
な
馬
鹿
な
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
由
に
作
品
を
展
示
す
る
こ
と

が
出
来
る
美
術
館
が
出
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
手
の
作
家
の
意

欲
も
増
し
ま
す
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
次
々
と
傑
作
も
生
ま
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
市
民
の
皆
さ
ん
が
観
る
。
芸

術
は
、
心
を
豊
か
に
し
、
美
し
く
し
ま
す
。

現
代
の
人
々
に
一
番
欠
け
て
い
る
も
の
は
、
人
間
同
士
の
触
れ

あ
い
や
、
あ
た
た
か
み
で
す
。
芸
術
と
い
う
も
の
は
、
本
来
、
そ

れ
ら
を
人
に
与
え
る
も
の
で
す
。
美
術
館
が
出
来
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
の
心
に
ま
で
潤
い
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
で
す
か

ら
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
ぜ
ひ
新
し
い
美
術
館
を
神
戸
に
建
設

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
（
談
）

中
西
勝

白
呈
出
に
使
え
る

１
２９
１
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言柿沼産婦人科

3０

もう着る機会のない夏のファッションは…。
●街のショーウインドには秋のエレガンスがならんでいます。スーツ
やジャケットなど､ もう鷲そうにないものをチェックしてみ忠しよう。
●夏は白が中心です。一度藩たものは三度菱たものと変わりありませ
ん。ほんのちょっとした汗が白を黄へと変色させます。
●エリ、袖、ワキの下など汗のポイント、そして全体にシミはないか
を見ておきましょう。
●全体をチェックしてからクリーニングへ。

ｃ鍵熱編
332.2440
2 2 1 - 9 1 1 0

こんにちは赤ちゃん

●
■
■

０
』

完全看護★冷暖房完備★病院前公共駐車場有

芦屋市大柵町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

壷芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

蔓柿沼産婦人科
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